
松尾匡※ 立命館大学経済学部教授【代表】

西郷南海子※ 安保関連法に反対するママの会 
発起人【事務局長】

池田香代子※ 翻訳家・社会運動家

稲葉振一郎 明治学院大学社会学部教授

井上智洋 駒澤大学経済学部准教授

色平哲郎 佐久総合病院医師・社会運動家

岩下有司 中京大学経済学部名誉教授・経済学

大坂洋 富山大学経済学部経済学科准教授

岡本英男 東京経済大学学長

小田中直樹 東北大学大学院経済学研究科教授

梶谷懐 神戸大学大学院経済学研究科教授

桂木健次 富山大学名誉教授・経済学

岸政彦 立命館大学大学院 
先端総合学術研究科教授

北田暁大 東京大学大学院情報学環教授

西郷甲矢人 数学者・長浜バイオ大学准教授

斎藤美奈子 文芸評論家

二宮健史郎 立教大学経済学部教授

朴勝俊※ 関西学院大学総合政策学部教授

橋本貴彦 立命館大学経済学部教授

樋口篤志 神戸国際大学経済学部准教授

ブレイディみかこ 保育士・ライター

森永卓郎 獨協大学経済学部教授

山本圭 立命館大学法学部准教授

菊池恵介 同志社大学 
グローバル・スタディーズ研究科教授

※【運営委員】 薔薇マーク認定の最終決定と、 
本キャンペーンの大枠の方針の決定を行なっています。

薔薇マークキャンペーン呼びかけ人

（2019 年 3 月末時点）

6 つの「反緊縮」政策提言・薔薇マーク認定基準

予定候補者の政策・主張に、（1）〜（6）に反するものが 1 つもなく 

かつ 3 つ以上を経済政策として打ち出している場合に認定とします｡ 

運営委員 ( 松尾匡ほか ) が最終判断します｡

1  消費税の１０％増税凍結（むしろ景気対策として５％に減税すること
を掲げるのが望ましい。ただしこれは認定条件ではない。）

2 人びとの生活健全化を第一に、社会保障・医療・介護・保育・教育・
防災への大胆な財政出動を行い、それによって経済を底上げして、
質の良い雇用を大量に創出する。（国政候補は「大量失業が続く不
況時代には二度と戻さない」と掲げることが望ましい。）

3 最低賃金を引き上げ、労働基準を強化して長時間労働や賃金抑制を
強制する企業を根絶し、人権侵害を引き起こしている外国人技能実
習制度は廃止する。

4 大企業・富裕層への課税強化（所得税、法人税等）など、「力」の 
強弱に応じた「公正」な税制度を実現する。

5 （4）の増税が実現するまでの間、（2）の支出のために、国債を 
発行してなるべく低コストで資金調達することと矛盾する政策方針
を掲げない。

6 公共インフラのいっそうの充実を図るとともに、公費による運営を 
堅持する。

※薔薇マークの理念として、個人の尊厳が前提であり、民族差別や性差別など個人の 
尊厳を否定する言動をしている政党、候補者は認定対象にはなりません。 
また薔薇マーク認定は、経済政策以外の点で当該候補を推薦することを意味しません。

▶薔薇マークへの応募（自薦・他薦）は 
コチラから⇒ https://rosemark.jp/oubo-2

薔薇マークキャンペーン


